
安全・安心のための川づくり：本明川の川づくりとその効果①

■本明川中流部での整備

流水を流下させる部分を河道と呼びます。河道は通常時に水が流れている低水路と、洪水の時だけ

流れる高水敷に分けられます。この河道内を掘削し、整備することを河道掘削といいます。

これにより洪水時における水位の低下を図ります。

本明川の整備内容と効果①

掘削前 掘削後 高水敷の一部を掘削します

■河道掘削

水位を低下させます。

掘削により、河川の断面積を広げることで、

洪水時の水位を低下させます。

整備の効果
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